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「枠組み文書Ⅱ」の要点 
（2014年７月版） 

 

１．規模拡充について 
 
＜規模拡充の必要性＞ 
• 本学には勢いがあり、成功への上昇機運が高い。 
• 現状は教員が多くないため学問領域が充実しておらず、幅あるいは

深さが足りない。 
• 規模が小さいことより、世界レベルに匹敵する自立可能な知的・産

業クラスターを形成する可能性が妨げられている。 
• 該当分野の教授がいないことを理由に入学を断念する学生が生じ

ないよう、教育プログラムを拡大する必要がある。 
  
＜教員数＞ 
• 平均して毎年新規教員７名を採用し、2023年に教員数約100名を見

込む。 
• 教員の新規採用に当たっては、学際的教育研究を推奨する。 
• 教育研究の質を維持するため、毎年７名の採用を限界とする。 
• 学生数は2023年に約300名を想定（学生と教員の比率３：１）。 
 
（参考：10年後に期待する成果） 
・世界をリードする海洋科学研究拠点を形成。 
・沖縄海陸における環境破壊の把握、修復への貢献。 
・遺伝学的研究による作物増産、健康食品の開発促進。 
・血液の研究による健康増進、長寿の探究。 
・その他、新エネルギー、脳科学、健康科学において世界的リーダーシップ  
  を確立 等。 
 

○ 「枠組み文書」について 
 
「枠組み文書Ⅱ」は、OISTのこれまでの進展及び現状を評価し、今後の
成長及び発展の展望をまとめたもの。 
   
       （注）2003年11月に取りまとめられた「大学院大学の枠組み案」においては、  
       大学院大学の構造及び主要目的が記載されている。 
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構成員限り 



2 

○ 分野別教員採用計画（新規採用及び配置転換） 

○ OISTの規模拡充計画 


